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【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(八戸市)取組実施内容・取組予定事例

【取組実施内容】
馬淵川下流部に合流する準用河川土橋川において、河川整備計画の目標規模である昭和５７年５月
洪水を安全に流下させる河道断面を確保するため、河川改修を実施。

位置図

護岸倒壊 土砂堆積

現状

土橋川
準用区間L=4.1km
（市管理区間）

浅水川

河川改修
計画区間

整備状況 （令和５年度末時点）

右岸
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【取組実施内容】
自主防災会や町内会への防災出前授業（講師は防災士の資格を有する町職員）を実施し、水災害の
リスクや、流域治水について知る機会を増やす。

【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(三戸町)取組実施内容・取組予定事例

単なる座学ではなく、町の防災マップや重ねるハザードマップを用いて、自分の地域の中にある
災害リスクを知るとともに、避難所までの移動ルートを考え、災害時の非常持ち出し品の準備を考
えられるようなワークショップ形式の出前授業を実施している。
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【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(五戸町)取組実施内容・取組予定事例

【取組予定】
令和６年度に地域防災計画の修正を行い、令和７年度は新たな計画に基づいた総合防災訓練を実施
予定。

【令和５年度に実施した総合防災訓練の様子】

五戸町消防団排水訓練

避難所開設訓練

ドローンによる映像伝送訓練
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【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(田子町)取組実施内容・取組予定事例

【令和５年度の主な実施内容】
○田子町総合防災訓練の開催 R5.10.14実施

○田子町災害対策本部図上訓練の開催 R5.11.11実施
大規模な風水害発生時における
職員の業務遂行能力の向上を図
るとともに、防災関係機関との
連絡調整機能と連携体制を確認
し、改善すべき課題の洗い出し
を行うことを目的に実施。

○災害時の際の備蓄品整備
・備蓄用アルファ米 100食
・保存用パン 540食
・保存用菓子(ビスケット） 120食
・保存用野菜ジュース 300本

【令和６年度の主な取組み予定】
○自主防災体験研修会の開催 R6.7.11実施
自主防災組織活動の更なる充実を図るために実施

○田子町総合防災訓練の開催 R6.10.19 (雨天中止）
田子町地域防災計画に基づき、
災害発生時における行政及び
防災関係機関並びに地域住民
の連携による迅速、的確な災
害対策を確立することを目的
に実施。

○田子町消防団ドローン隊結成 R6.12.15実施
災害発生時や発生が予想される場合に、ドローンを活
用した災害調査を行うため、田子町消防団ドローン隊
の結成。また、操作訓練を実施し防災力強化を図る。

○水防団員（消防団員）の募集

※各年4月1日現在（条例定数278名）

年度 団員数 前年比

令和４年度 236 0
令和５年度 232 △ 4
令和６年度 230 △ 2



【取組実施内容】
国道４号から一般県道櫛引上名久井三戸線を結ぶ、１級町道虎渡・広場線をかさ上げ
輸送道路を確保し、防災機能強化を図る

【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(南部町)取組実施内容・取組予定事例

「馬淵川水系」

位置図 具体的な取組み内容

施策の実施工程

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

被害の軽減 道路の冠水防止

南部町南部支所

南部町福地支所

南部町役場

一般県道
櫛引上名久井三戸線

国道
４号

国道
104号

１級町道
虎渡・広場線

実施中

かさ上げに使用する土砂は、他機関の工事で発生する土砂等も有効的に
活用しながら、整備を進めていく。

１級町道虎渡・広場線の冠水状況

嵩上計画高
最大H=3.3ｍ

計画標準断面図線
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【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(新郷村)取組実施内容・取組予定事例

【取組実施内容】
防災マップを作成して全戸へ配布するとともに、自主防災組織や自治会等を対象として想定最大規
模の洪水浸水想定区域を踏まえたマイ・タイムラインの有効性や作成に関する研修会を行い、住民の
防災意識向上を図ります。

自主防災組織体験研修会の実施

新郷村防災マップ（令和３年３月）
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【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(二戸市)取組実施内容・取組予定事例

○防災ラジオとスマホ（SNS)等を活用した、メディアとの連携による防災情報の提供

防災行政無線のデジタルに併せ、屋外拡声子局（屋外スピーカー）以外の防災ラジオ放送や、スマホ等へのSNS・メール配信を利用した通知など屋
内向け情報伝達手段の運用を開始し、災害時における住民への情報提供方法を多様化しています。

具体的な取組み内容

【防災ラジオ】

〇防災ラジオによる放送内容
・Ｊアラート等の緊急情報

（気象特別警報・土砂災害警戒情報 等）
・二戸市からの避難情報

（高齢者等避難・避難指示 等）
・消防システム連携による火災発生情報

・市等からの行政情報 ※

○防災ラジオによる放送方法
・事案発生時に、屋外拡声子局と連動して、
合成音声による割り込み放送が自動配信

される
・上記放送内容の内、※印の内容について
は、地域コミュニティ放送局である「カシオ

ペアＦＭ」の番組内で放送

〇スマホ等へのＳＮＳ・メール配信による通知
・スマートフォン向けアプリの「ＬＩＮＥ」と、登録制メール配信サービス「いわてモバイルメール」

による、防災行政無線で放送した内容の通知サービスを行っています

【屋内向け情報伝達方法の概要】

【スマートフォン・携帯電話】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 7



【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(八幡平市)市民の防災意識向上の取組み

○令和５年度北上川上流総合水防演習（写真：左側）
一関市の磐井川左岸東大橋下流河川敷において、８年ぶりに岩手県で開催。河川の出水に備え、水防体制の強
化と地域の水防技術・水防意識の向上を図ることを目的として令和５年５月21日に実施。
（参加機関：北上川上流域15市町、自衛隊、日本赤十字社、消防、警察、自主防災組織等の関係機関）
○令和２年度八幡平市総合防災訓練（写真：右側）

台風に伴う大雨により土砂崩れの発生、河川の決壊、家屋の浸水・倒壊、水道・電気などのライフラインの損
壊、集落の孤立、さらに落雷による火災が発生したとの想定で、米代川流域の田山地区で行いました。
（参加機関：陸上自衛隊岩手駐屯地、八幡平市、八幡平消防署、岩手警察署、八幡平市消防団、関係自治会）

※本年９月1日の八幡平市総合防災訓練は台風10号の影響のため中止。

北上川上流総合水防演習に参加した
八幡平市水防団

米代川流域田山地区で行われた
八幡平市防災訓練の様子
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【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(葛巻町)取組実施内容・取組予定事例

【取組実施内容】
葛巻町では、毎年防災の日に合わせ、住民参加型の町総合防災訓練を実施している。
令和６年度は、川の増水による浸水被害と土砂災害の発生が懸念される状況を想定し、避難所開
設・運営訓練のほか、消防団員による水防訓練等を実施した。
これまでの総合防災訓練は、対象地区を限定しての訓練であったが、今後は、地区を限定すること
なく、全町を対象とた訓練を実施し、多くの町民や関係機関・団体等と連携した訓練を実施していき
たいと考えている。

【避難所開設・運営訓練】
自主防災隊や地域の皆さんが職員の指示を受
けながらパーテーション等を設置。避難所運営は、
町健康福祉課の職員も対応した。

【水防訓練等】
消防団員による、土のうの作成及び、土のう積み
工法の訓練。
その他、倒壊した家屋から要救助者を救出し、搬
送する土砂救出訓練や火災防御訓練を実施。

【その他】
初期消火訓練や応急手当・
心肺蘇生訓練、情報伝達訓
練、給電車配備訓練等を実
施した。
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【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(軽米町)取組実施内容・取組予定事例

【取組実施内容】
地元の小中学生及び地域団体を対象とした防災教育・出前講座を実施。軽米町の過去の水害につい
て知り、防災意識の向上を図った。

小中学生を対象とした防災教育 地域団体への防災出前講座

平成11年10月28日
軽米町 豪雨災害

新たに更新した防災マップの説明
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【取組実施内容】
IP告知端末を利用した防災行政無線は、使用期限による機器の更新を控えていたことから、単に機

器更新を行うのでなく、260MHzのデジタル移動系通信システムを利用した防災行政無線への変更を
実施した。

【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(一戸町)取組実施内容・取組予定事例

拡声局の追加

※無線化により設置条件が緩和されたことから、拡声局を今までの62局
から72局へ拡大し、不感地帯の解消を進めることができた。

※通常のトランペット型スピーカに代わり、直進性が強く、
より遠くに音達できる高性能スピーカ（縦型のスピーカ）
を適宜設置した。

高性能スピーカの設置

トランペット型
スピーカ

高性能
スピーカ

11



【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(青森県農村整備課)取組実施内容・取組予定事例

「馬淵川水系」

○流域の雨水貯留機能（田んぼダム）の推進

具体的な取組み内容

実施工程

区 分 取組項目

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

水田貯留機能の向上 田んぼダム

位置図

近年、激甚化・頻発化する水害に備え、水田の排水口に流出量を抑制するための板（流出調整板）などの器具を取り付けることで、水田に降った雨
水を時間をかけてゆっくりと排水し、水路や河川の水位上昇を抑えることで、溢れる水の量や範囲を抑制し、被害の防止、軽減を図ります。

〇令和３年度以降に新たにほ場整備事業を行う地区は、原則として水田貯留機能向上
を図るため田んぼダムに取り組む。

〇ほ場整備事業実施中の１地区で、事業により田んぼダム用の流出調整板を設置済
み。今後、耕作者に田んぼダムの取組を促す。引き続き、ほ場整備事業を実施する地
区で田んぼダム用の排水桝等を設置予定。

〇令和５年度に田んぼダムの取組マニュアルや農家向けのパンフレットを作成。同資
料を活用し、田んぼダムの取組の普及を図る。

実施中または予定

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

田んぼダムの実施

田んぼダム（イメージ）

名川第一工区
（南部町）

出典：「田んぼダム」の
手引き（R4.4）

12



【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(青森県林政課)取組実施内容・取組予定事例

○民有林（保安林）において森林整備や治山施設の整備を実施

三八上北地域森林計画
前半５カ年

(令和2年4月1日～令和7年3月31日）

森林計画抜粋【治山事業の実施に関する方針】

　森林の維持造成を通じて、自然災害から地域住民の生命・財産を守り、県土
の保全を図るため、緊急かつ計画的な実施を必要とする荒廃地等を対象とし
て、植栽及び本数調整伐等の保安林の整備並びに渓間工、山腹工等の治山施設
の整備を行うこととします。

【山地治山】

　森林整備（植栽・本数調整伐等）　　　６箇所

　渓間工（ダム・流路等）　　　　　　１１箇所

　山腹工（土留・法枠等・緑化等）　　　６箇所

　地すべり防止工（集水井等）　　　　　２箇所

【山腹工】 【渓間工】

【森林整備】 【森林整備】
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【取組実施内容】
馬淵川水系馬淵川は、平成25年洪水により、馬淵川で床上浸水131戸、床下浸水54戸、熊原川で床
上浸水46戸、床下浸水32戸の浸水被害が発生したことにより、平成26年に整備計画を変更して浸水被
害を解消するため改修を進めていた。今年度は築堤工、護岸工等を集中的に実施した。

【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(青森県河川砂防課)取組実施内容・取組予定事例

馬淵川 改修事業の実施

護岸工事：着手前

護岸工事：完成

R5

R6.6

馬淵川 熊原工区 護岸工事状況について
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【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(青森県防災危機管理課)取組実施内容・取組予定事例

【取組実施内容】
県民向けの自主防災組織の結成・活動促進に係る取組を実施。

グループワークの様子

防災グッズの展示

講義の様子

段ボールベッドの組み立て体験
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【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(岩手県)取組実施内容・取組予定事例

○一級河川馬淵川の特定都市河川指定に向けた取組状況
【馬淵川（葛巻町、一戸町）】
・ 令和５年７月、指定対象町を対象に、制度の詳細に関する勉強会を開催。
・ 令和５年７月、特定都市河川指定方針等検討業務委託を契約。

（流域水害対策計画（素案）の検討に着手）
・ 令和５年８月、「特定都市河川」指定に向けた、ロードマップを公表。
・ 令和６年３月、「流域水害対策計画」の検討等を目的に、２町等の関係機関で「流域水害対策検討会」を設置。

【図】馬淵川 特定都市河川指定検討位置図

馬淵川

指定検討範囲狭窄部

安比川

馬淵川

【写真】馬淵川（一戸町）
令和４年８月降雨浸水状況

馬淵川

水系
代表
河川

指定
河川数

実施
主体

R5 R6 R7 R8 R9～ 備考

馬淵川水系 馬淵川 ９河川
岩手県
葛巻町
一戸町

指
定

計画

検討

計
画
策
定

浸水被害

対策

の実施

特定都市河川指定

に向けた検討・合意形成

【公表】
特定都市河川指定に向けた、
ロードマップ
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【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(三八上北森林管理署)取組実施内容・取組予定事例

【取組実施内容】
森林の有する多面的機能の維持・増進を図るため間伐等の森林整備を推進するとともに、流木や山
腹崩壊を抑制する治山施設の整備に取り組んでおり、これらについてHPで情報発信しています。

森林整備や治山事業の取組概要について
ホームページ上で情報発信

「三八上北の国有林」令和6年度版

森林整備・下刈

森林整備・除伐

森林整備・間伐

独立基礎型立木捕捉工
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【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(岩手北部森林管理署)取組実施内容・取組予定事例

【取組実施内容】
森林の有する多面的機能の維持・増進を図るため間伐等の森林整備を推進するとともに、流木や山
腹崩壊を抑制する治山施設の整備に取り組んでおり、これらについてHPで情報発信しています。

森林整備や治山事業の取組概要について
ホームページ上で情報発信

「馬淵川上流流域の国有林」令和6年度版

森林整備・下刈

森林整備・除伐

森林整備・間伐

治山事業・コンクリート谷止工
18



【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(森林整備センター)取組実施内容・取組予定事例

【取組実施内容】
森林所有者等と協力して、馬淵川流域上流部の民有林において、育成複層林を造成。

19



【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(青森地方気象台)取組実施内容・取組予定事例

○ 線状降水帯降水帯に関する情報提供

・線状降水帯の予測精度向上の取組を順次進め、集中豪雨に対する情報を段階的に提供
・「線状降水帯」による大雨の可能性を、半日前からお伝えします

具体的な取組み内容

線状降水帯による大
雨の可能性がある
程度高いことが予想
された場合に、半日
程度前から、気象情
報において、「線状
降水帯」というキー
ワードを使って呼び
かけます。

この呼びかけは、警
戒レベル相当情報を
補足する解説情報と
して発表します。

20



【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(青森地方気象台)取組実施内容・取組予定事例

○ 水害リスクラインと洪水キキクルの一体的表示

・水害リスクライン（国管理河川の洪水の危険度分布）と、洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）を、
洪水キキクルページ（気象庁HP)で一体的に表示。自治体・住民がより詳細なリスク情報を確認可能

具体的な取組み内容

国管理河川で
は、縮小時は
指定河川洪水
予報の危険度
を表示。

拡大時は水害
リスクライン※
を表示し、より
詳細なリスク情
報を確認可能。

※水害リスクライン：国管
理河川では、計算により
推定した水位を、左右岸
それぞれ、概ね200ｍごと
に堤防等の高さと比較し、
洪水の危険度レベルを表

示。

各箇所の危険度をきめ細
かく把握できることから、
避難情報発令の参考にで

きる。 21



【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(青森地方気象台)取組実施内容・取組予定事例

○「あなたの町の予報官」による地域防災支援業務を強化

・地域毎の災害特性を踏まえた人材配置による「担当チーム」を編成
・各市町村固有の課題への対応を含め市町村に寄り添い、担当者同士の緊密な連携関係を構築

22

具体的な取組み内容

震度５弱の地震発生時や台風接近時
などには、気象解説等のため積極的
にＪＥＴＴを派遣 しています。

【青森県災害情報連絡員会議】

積極的にＪＥＴＴを派遣

今後も、市町村に出向き実施を呼び掛ける。

•防災対応能力の向上を図ることを
目的に、気象防災ワークショップの
開催を、県及び市町村に呼び掛け
ている。

• 5段階の警戒レベルと防災気象情
報の関係など、最新の情報を踏ま
えたワークショップを実施。

気象防災ワークショップの推進

【市町村・消防本部 危機管理（防災・消防）担当課長会議】

• 市町村等との「顔の見える関係」構築
• 災害リスクや情報利活用の研修・演習
• 防災計画や避難指示マニュアル等への助言
• 関係機関等との連携した取組

平時

• 記者会見による呼びかけ
• ホットラインによる首長への助言
• ＪＥＴＴ（気象庁防災対応支援チーム）の派遣

緊急時

• 自治体等と共同で
「振り返り」を実施

災害後

「振り返り」の実施
【市町村担当者と振り返り】

災害や避難指示発令等の対応を市町
村と振り返り、検証、改善することで
地域の気象防災力の強化を図る。
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【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(青森地方気象台)取組実施内容・取組予定事例

・平時に県、市町村、河川事務所等の防災担当者向けに、防災気象情報等のWeb講座を実施。
・大雨の前に、Webによる大雨警戒の呼びかけを実施し、災害後には振り返りを実施。

位置図

【平時】
・県、市町村、河川事務所等の防災担当者向けに、大雨に
関する防災気象情報等のWeb講座を実施。

【大雨の前】
・大雨等が予想される場合、関係市町村及びマスコミ等に
Webにより警戒を呼び掛ける。
【大雨の後】
・災害や避難指示発令等の対応を市町村と振り返り、検証、改善
することで地域の気象防災力の強化を図る。

具体的な取組み内容

施策の実施工程

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

防災意識向上のた
めの取り組み

・防災情報のWeb講座
・警戒呼びかけ、
振り返り

・年1回程度
・大雨時

・年1回程度
・大雨時

・年1回程度
・大雨時

「馬淵川水系」

○ 防防災気象情報等のWeb講座を実施

大雨等が予想される市町村又は実際に災害が起こったり
避難指示を発令した市町村に対して実施。
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【取組実施内容】
戦後最大洪水である昭和２２年８月洪水に対し、気候変動の影響による降雨量増加を考慮した洪水
の外水氾濫による浸水被害を防止するため、一日市地区の「河道掘削」を実施。

【馬淵川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画

(青森河川国道事務所)取組実施内容・取組予定事例

馬淵川の河道掘削について

※馬淵川河川整備計画（令和６年１月）より

一日市地区の河道掘削状況

R6.4

R6.7

R6.10 24


